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今シーズンの早期エリ漁獲アユの体長に影響を与えた要因の検討 

    西森克浩 

 

１．目 的 

 今シーズンの早期（平成 30 年 12 月）にエ

リで漁獲されたアユの体長は過去 10 年間で

最小となった。平成 28 年シーズンは漁期を通

してアユの体長が小さく、その要因として、

産卵が例年より遅れ、大量に集中したことが

あげられているが、今シーズンは同様の現象

はなく、その要因は不明である。このことか

ら、今シーズンの早期にエリで漁獲されたア

ユの体長に影響を及ぼした要因について検討

した。 

２．方 法 

 当試験場の琵琶湖定点定期観測結果、アユ

資源調査結果を用いて考察した。 

３．結 果 

①アユの胃内容物調査では、全長 10～15mm で

はノープリウス、全長 15～30mm ではヤマトヒ

ゲナガケンミジンコが多く（図 1、大前ら，

2014）、全長 30～55mm ではヤマトヒゲナガケ

ンミジンコ、全長 70～75mm ではプリカリアな

どのダフニア属が多かった（図 1、久米，2017、

未発表）。 

②今シーズンの 12 月のアユの全長は、過去

10 年の平均より約 4mm 小さい約 44mm であり

（図 2，3）、主な餌はヤマトヒゲナガケンミ

ジンコ（コペポディドを含む）と考えられる

が、10 月、11 月は、これらの動物プランクト

ンが少なかった（図 4）。 

③10 月、11 月の 20μm 未満のクロロフィル a

が昨年と比べて少なかった（図 5）ことから、

10、11 月は動物プランクトンの餌となる小型

の植物プランクトンが昨年と比べて少なかっ

たと考えられる。 

④10 月、11 月に大型の植物プランクトンが大

発生した【同時期に 20μm 以上のクロロフィ

ル a が昨年と比べて多かった】（図 6、図 7）。 

⑤大型の植物プランクトンが大発生したこと

で、栄養塩の取り合いなどによって小型の植

物プランクトンが少なくなり、それを餌とす

るヤマトヒゲナガケンミジンコ（コペポディ

ドを含む）が少なくなったことにより、アユ

が小型となった可能性が考えられる。 

⑥また、大型の植物プランクトンが 1 万細胞

／リットルほど存在する中に、アユの餌とな

る動物プランクトンが 10 個／リットルほど

存在するという状況の下で、アユは餌を探し

出して摂餌しなければならず、餌料効率が低

下していた可能性も考えられる。アユの体長

とアユの餌となる動物プランクトンや大型植

物プランクトンとの関係については、今後、

慎重に検証していく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 ｱﾕの胃内容物に占める動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの個体数割合 

図 2 12 月のｱﾕの全長の年推移 図 3 ｱﾕの全長の月推移 

図 4 ﾔﾏﾄﾋｹﾞﾅｶﾞｹﾝﾐｼﾞﾝｺ現存量 図 5 20μm 未満のｸﾛﾛﾌｨﾙ a 量 

図 6 20μm 以上のｸﾛﾛﾌｨﾙ a 量 図 7 大型植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ現存量 
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